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西日本で発生した平成 30 年 7 月豪雨のような 100 年に 1 度と言われる特異点（異常気象）
を事前に予測することは難しい．特異点とは，過去に経験した現象や観測したデータと比べ，大
きく外れた現象・データのことを示す．機器分野における機器の故障や，医療分野における心臓
病なども特異点に該当する．ただし，頻繁に起こる現象はいかなるものでも特異点ではなく，正
常なものとして扱われる． 
本修士論文では，特異点の予測を目的とし，物理量の時空間分布中の特異点予測手法を提案す
る．特異点前後における降水量などの物理量変動を分析し，以下の知見が得られた． 
1. 機器分野の異常度手法は，気象分野に適応可能．2. 特異点直前の異常度は，上昇下降を繰り
返す，急激に上昇する，傾きが増加していく性質を持つ．以上の知見より提案手法は，物理量の
遷移パターンにおける異常らしさを表現する異常度の決定と，将来特異点の発生しやすさを表現
する予兆度の決定の 2 段階から成る．異常度決定では，センサにより物理量の時系列データを
取得し，一定のスライド窓幅に従って複数の部分時系列データに分割する．各部分時系列データ
を多次元空間上の 1 点に対応づけ，多次元空間における近傍距離により各部分時系列の異常度
を決定する．予兆度決定では，異常度決定で得られた異常度の系列から，特異点の前兆を表す特
徴を定量化した予兆度を決定した． 
全国のアメダスデータを利用した実験では，気象庁が発表する大雨特別警報や最大降水量観測
時刻より前に特異点（異常気象）予測が可能であることを示した．さらに，スライド窓幅を調整
することで，突発的に発生する特異点と長期継続する特異点の両方の性質を捉えられることがわ
かった．電線の電圧データに関する実験では，絶縁破壊の原因になる放電の予測精度は，部分時
系列分解のスライド窓幅に依存する結果となった．扱う物理量によっては，膨大なスライド窓幅
の長さが必要となり，計算時間を考慮したとき実用的ではない例が見受けられた．以上のことか
ら，部分時系列分解による異常度を利用することは有用であり，提案手法は適切なスライド窓幅
において，一定の精度で特異点予測が可能であることがわかった． 
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